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町
立
久
万
美
術
館

一
美
術
館
建
設
の
動
機

井
部
栄
治
先
生
が
久
万
町
ご
出
身
で
、
林
業
を
中
心
に
活
躍
さ
れ
、
町
政
・
県
政

な
ど
地
方
行
政
の
面
で
も
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
方
で
あ
る
こ
と
は
、
町
民
の

方
々
も
十
分
承
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
今
回
久
万
町
菅
生
に
誕
生
す
る
町
立

久
万
美
術
館
は
、
こ
の
井
部
先
生
が
全
て
の
き
っ
か
け
を
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

先
生
は
昭
和
二
〇
̃
三
〇
年
代
を
中
心
に
、
早
く
か
ら
美
術
方
面
に
関
心
を
示
さ

れ
、
以
降
熱
心
な
ご
研
究
で
美
術
史
全
般
に
深
い
認
識
を
持
た
れ
、
大
変
見
識
の
高

い
作
品
群
を
収
集
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
道
の
人
々
の
間
で
は
大
変
興

味
深
い
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
詳
細
全
貌
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。そ

の
井
部
先
生
が
政
界
か
ら
手
を
引
か
れ
、
久
万
町
の
森
林
組
合
長
を
な
さ
っ
て

お
ら
れ
た
こ
ろ
、
雑
談
の
中
で
河
野
修
現
町
長
に
時
折
話
し
か
け
て
こ
ら
れ
た
よ
う

だ
。
「
河
野
君
、
久
万
に
美
術
館
を
作
ら
ん
か
ね
。
少
し
は
い
い
も
の
も
あ
っ
て
、
新

聞
社
が
借
り
に
来
る
こ
と
も
あ
る
の
よ
。
考
え
て
み
ん
か
ね
。
」

町
長
は
以
後
ず
っ

と
そ
の
お
話
が
心
に
残
り
、
い
ろ
い
ろ
思
案
を
め
ぐ
ら
さ
れ
た
よ
う
だ
。
「
先
生
の

す
ぼ
ら
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
い
た
だ
き
た
い
し
…
」

「
し
か
し
、
そ
れ
を
十
分
生

か
し
き
る
美
術
館
が
久
万
に
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
?
」

「
町
民
の
み
な
さ
ん
の
同

意
を
得
る
こ
と
は
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
か
…
…
」

こ
の
よ
う
な
状
況
が
ず
っ
と
続
い
て
い
た
中
で
の
約
三
年
前
、
こ
の
お
話
は
急
速

町立久万美術館全景

八
七
人

に
進
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭

和
六
一
年
の
五
月
、
日
本
画
家
の

石
井
南
放
先
生
が
松
山
か
ら
久
万

町
舎
へ
来
ら
れ
、
井
部
先
生
と
ご

家
族
の
方
々
の
ご
好
意
で
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
久
万
町
へ
寄
贈
し
て

い
た
だ
け
る
方
向
に
進
む
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
し
て
、
石
井
先
生
は
、

「
井
部
先
生
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

ど
う
い
う
内
容
の
も
の
で
、
ど
う

い
う
意
味
を
も
つ
も
の
か
」

ま
た
、

「
ご
寄
贈
い
た
だ
く
に
当
っ
て
は
、

町
内
で
ど
う
い
う
状
況
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
か
」

「
美
術
館
が
町
に
あ

る
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
」

等
、
広
い
角
度
か
ら
い
ろ
い
ろ
お
話
下
さ
っ

た
。

こ
れ
を
受
け
て
町
内
で
は
、
早
速
検
討
が
始
ま
っ
た
。
町
の
理
事
者
、
議
会
の

方
々
、
識
者
美
術
文
化
関
係
の
方
々
な
ど
、
時
間
を
か
け
て
熱
心
に
、
か
つ
慎
重
に

議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
議
会
の
方
々
を
中
心
に
大
変
深
い
理
解
と
同
意

を
得
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
町
長
は
つ
い
に
決
断
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
久

万
に
、
町
立
美
術
館
を
建
て
よ
う
」
「
こ
の
美
術
館
に
は
、
井
部
先
生
に
い
た
だ
く
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
し
、
優
れ
た
展
示
と
保
存
を
し
て
い
こ
う
」

「
久
万
町
に
作
る

美
術
館
は
、
木
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
木
造
美
術
館
に
し
ま
う
」

町
と
し
て
、
こ
れ

ら
の
方
向
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。



二

建
設
へ
の
経
過

・
昭
和
六
一
年

七
月

二
日

久
万
美
術
館
建
設
研
究
会
を
開
催
。
井
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
町
へ
寄
贈
い
た
だ
く

こ
と
の
趣
旨
説
明
を
行
い
、
参
加
者
で
あ
る
各
種
団
体
の
代
表
者
や
有
識
者
か
ら
美

術
館
建
設
に
つ
い
て
の
率
直
な
意
見
を
拝
聴
し
た
。
全
体
と
し
て
建
設
を
望
む
意
見

で
一
致
し
た
。

・
同

年

一
〇
月
一
一
日

久
万
町
美
術
館
建
設
専
門
委
員
会
を
開
催
。
委
員
長
上
岡
義
幸
氏
、
副
委
員
長
野

村
改
良
氏
を
選
任
、
建
設
へ
の
経
過
説
明
を
町
理
事
者
が
行
い
、
用
地
選
定
確
保
、

県
内
美
術
館
視
察
な
ど
を
決
め
て
、
美
術
館
建
設
に
備
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

・
昭
和
六
二
年

三
月
一
八
日

美
術
館
建
設
を
議
決
し
た
。
翌
一
九
日
、
第
三
回
美
術
館
建
設
専
門
委
員
会
を
開

催
。
菅
生
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
に
位
置
す
る
久
万
公
園
の
南
高
台
の
現
在
地
に
、

美
術
館
建
設
予
定
地
を
決
め
る
。
久
万
町
内
や
、
遠
く
四
国
山
脈
が
望
め
る
県
道
沿

い
の
杉
木
立
に
囲
ま
れ
た
最
高
の
環
境
地
で
あ
る
。

・
同

年

四
月
七
日

あ
る
方
の
紹
介
で
建
築
家
で
あ
り
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
主
任
文
化
財
調
査
官
半

澤
重
信
先
生
に
面
会
、
林
業
の
町
に
ふ
さ
わ
し
い
木
造
美
術
館
を
建
て
よ
う
と
思
っ

て
い
る
の
だ
が
、
は
た
し
て
可
能
な
の
か
ど
う
か
。
館
の
運
営
上
に
さ
し
さ
わ
り
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
文
化
庁
の
見
解
を
た
ず
ね
た
。
先
生
は
、
「
美
術
館
は
、
先
ず
、

美
術
品
を
立
派
に
保
存
す
る
こ
と
に
有
る
。
木
は
一
番
そ
れ
に
適
し
て
い
る
。
日
本

古
来
か
ら
の
す
ば
ら
し
い
保
存
法
、
そ
の
保
守
的
な
良
さ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
行

こ
う
と
い
う
久
万
町
の
考
え
方
は
大
変
す
ぼ
ら
し
い
。
問
題
が
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
大

い
に
け
っ
こ
う
で
す
。
こ
う
い
う
美
術
館
が
全
国
で
せ
め
て
一
ヶ
所
く
ら
い
は
有
っ

て
ほ
し
い
と
私
は
願
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
」

と
、
お
ど
ろ
き
と
少
し
興
奮
ぎ
み
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に
話
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
「
で
き
る
限
り
私
に
も
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
下
さ
い
。
ご
協

力
い
た
し
ま
す
。
」
と
進
ん
で
協
力
を
申
し
出
ら
れ
た
。
以
来
設
計
か
ら
建
築
現
場

ま
で
、
さ
ら
に
照
明
や
空
調
に
至
る
ま
で
丁
寧
に
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

・
同

年

四
月
二
二
日

大
手
設
計
業
者
の
中
か
ら
美
術
館
等
に
経
験
豊
富
な
五
社
を
指
名
し
て
競
争
入
札

を
行
っ
た
結
果
、
㈱
日
本
総
合
建
築
事
務
所
に
決
定
し
た
。

・
同

年

四
月
三
〇
日

ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
(
美
術
館
建
設
事
業
)

の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
県
庁
で
行

わ
れ
た
。

・
同

年

五
月

八
日

基
本
設
計
提
出
。
こ
れ
ま
で
は
設
計
業
者
側
の
ア
イ
デ
ア
で
進
ん
で
き
た
。

・
同

年

五
月
一
九
日

六
二
年
度
の
第
一
回
久
万
美
術
館
専
門
委
員
会
を
開
催
。
町
議
会
議
員
選
挙
の
た

め
一
部
委
員
の
交
替
が
有
り
、
新
し
い
委
員
長
に
西
岡
忠
義
氏
を
選
任
し
て
、
菅
生

の
建
設
地
を
視
察
、
基
本
設
計
書
を
も
と
に
検
討
を
行
っ
た
。

・
同

年

六
月
一
七
日

町
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
、
専
門
家
に
よ
る
美
術
館
基
本
構
想
委
員
会
が
発
足
、

基
本
構
想
の
検
討
を
開
始
し
た
。
以
後
五
回
会
議
を
開
く
。

・
同

年

六
月
中
旬

建
設
用
地
の
買
収
を
完
了
し
た
。

・
同

年

九
月
一
四
日

町
長
へ
基
本
構
想
の
答
申
を
行
っ
た
。
理
念
、
機
能
、
資
料
、
組
織
、
展
示
、
教

育
普
及
、
施
設
、
名
称
、
将
来
計
画
の
九
項
目
か
ら
成
り
、
久
万
美
術
館
が
進
む
べ

き
方
向
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
期
間
中
、
美
術
館
の
運
営
面
や
、
観
覧
者
の

動
線
な
ど
を
考
慮
し
た
平
面
計
画
、
展
示
計
画
、
保
存
上
の
問
題
点
な
ど
実
施
設
計

に
向
け
て
の
適
切
な
助
言
も
行
わ
れ
た
。

八
七
九
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・
同

年
一
〇
月
一
九
日

大
手
の
建
設
業
者
一
一

社
に
よ
る
工
事
請
負
入
札

を
実
施
し
た
結
果
、
㈱
熊

谷
組
に
決
定
し
た
。

・
同

年
一
〇
月
二
三
日

臨
時
町
議
会
を
開
催
、

建
築
工
事
の
契
約
案
件
が

議
決
さ
れ
美
術
館
建
築
が

現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

・
同

年
一
一
月
一
八
日

美
術
館
開
館
準
備
委
員

会
が
発
足
、
開
館
へ
向
け

て
準
備
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

・
同

年
一
二
月

四
日

お
よ
そ
一
カ
月
前
か
ら
取
り
か
か
っ
て
い
た
造
成
工
事
も
終
り
、
う
っ
す
ら
と
雪

化
粧
さ
れ
た
建
設
地
で
起
工
式
が
行
わ
れ
た
。
同
年
八
月
、
建
築
に
先
か
け
て
建
築

部
材
の
検
討
を
行
い
、
展
示
室
の
陸
梁
や
登
梁
の
長
尺
も
の
の
特
殊
材
を
、
早
速
町

有
林
で
伐
倒
し
た
。
一
一
月
上
旬
、
こ
の
調
達
材
を
搬
出
、
松
山
の
製
材
所
で
製
材

し
て
建
築
に
備
え
た
。
主
要
な
構
造
部
材
は
久
万
産
の
杉
桧
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
材

積
は
一
八
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。

・
昭
和
六
三
年

七
月
三
一
日

起
工
式
か
ら
お
よ
そ
八
カ
月
後
に
、
一
部
庭
園
等
の
工
事
を
残
し
て
竣
工
し
た
。

・
同

年
一
一
月
一
〇
日

町
立
久
万
美
術
館
の
落
成
式
を
行
う
。
町
内
関
係
者
、
設
計
施
工
業
者
等
約
九
〇

八
八
〇

名
が
参
加
し
た
。

三

施
設
の
特
色

ア

意
匠
計
画

敷
地
は
、
森
林
山
草
園
用
地
を
合
わ
せ
る
と
約
一
、
七
㌶
で
あ
る
。
周
囲
の
杉
木

立
と
も
良
く
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
、
外
壁
は
漆
喰
塗
り
柱
現
わ
し
と
し
て
、
腰
板
を
設

け
、
屋
根
は
、
い
ぶ
し
銀
の
瓦
葺
と
し
た
。
回
廊
に
は
円
柱
の
手
す
り
を
設
置
、
展

示
室
に
は
越
屋
根
を
設
け
て
自
然
光
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

自
然
の
地
形
を
出
来
る
だ
け
残
し
て
造
成
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
一
段
高
い
所
に

本
館
を
配
し
た
。

素
朴
な
切
妻
の
木
造
美
術
館
は
、
静
け
さ
の
風
景
に
落
ち
つ
き
を
た
だ
よ
わ
せ
て

い
る
。イ

平
面
計
画

美
術
館
の
象
徴
的
空
間
で
あ
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
日

的
空
間
に
明
快
に
導
く
動
線
処
理
の
起
点
で
あ
る
。
出
来
る
だ
け
ゆ
っ
た
り
と
く
つ

ろ
げ
る
広
い
桧
の
板
は
り
、
大
き
な
窓
を
設
け
て
お
り
外
の
景
色
を
な
か
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

展
示
室
は
、
第
一
室
と
二
重
が
日
本
画
・
善
用
に
、
第
三
室
と
四
室
が
日
本
近
代

用
画
用
に
、
そ
し
て
五
重
が
陶
磁
器
展
示
用
に
作
ら
れ
て
い
る
。
一
室
と
四
室
の
間

に
移
動
壁
を
設
け
て
お
り
、
企
画
展
示
な
ど
、
目
的
に
合
っ
た
展
示
も
可
能
に
し
て

い
る
。
展
示
ケ
ー
ス
は
、
無
色
透
明
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ラ
ス
を
使
用
、
作
品
の
生

の
色
彩
が
観
賞
で
き
、
ま
た
、
紫
外
線
カ
ッ
ト
の
照
明
を
用
い
、
照
度
も
自
由
に
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
床
は
ジ
ュ
ー
タ
ン
を
使
っ
て
吸
音
に
気
を



配
っ
た
。

事
務
学
芸
員
室
、
館
長
室
な
ど
の
施
設
管
理
、
研
究
部
門
は
、
収
蔵
庫
側
に
集
中

し
て
設
け
た
。

収
蔵
庫
は
、
外
か
ら
の
防
火
に
対
応
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
し
、
そ
の

壁
面
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
程
度
は
な
れ
た
内
側
に
杉
板
と
調
湿
板
で
囲
っ
て
部
屋
を
設

け
て
い
る
。
そ
の
壁
の
間
の
空
気
を
ゆ
る
や
か
に
循
環
さ
せ
て
湿
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
さ
せ
る
。

芸
術
品
を
い
た
め
な
い
た
め
に
は
、
動
線
を
、
最
短
で
し
か
も
直
線
に
結
ぶ
と
良

い
、
収
蔵
庫
と
展
示
室
の
間
を
そ
の
よ
う
に
努
め
た
が
、
床
面
積
要
件
や
木
構
造
上

思
う
と
こ
ろ
に
思
い
ど
お
り
の
空
間
が
取
れ
ず
、
廊
下
の
角
が
出
来
た
。

四

施
設
の
概
要

規
模
と
構
造

指

導

文
化
庁
文
化
財
保
護
部

文
部
技
官
主
任
文
化
財
調
査
官

半
澤
重
信

工

期

着
工

昭
和
六
二
年
一
〇
月
二
四
日

完
成

昭
和
六
三
年

七
月
三
一
日

事
業
費
概
要

建
築
本
体
工
事
費

付
帯
工
事
費

造
成
工
事
費

設
計
監
理
委
託
費

用
地
所
得
費

そ
の
他

事
務
費

合

計

三
億

五
二
万
一
千
円

二
二
四
八
万
九
千
円

二
六
九
〇
万

円

一
〇
五
〇
万

円

二
四
七
一
万
一
千
円

四
〇
〇
万

円

三
億
九
三
七
一
万
一
千
円

建
築
場
所

敷
地
面
積

建
築
面
積

延
床
面
積

構

造

駐
車
台
数

設
計
者

上
浮
穴
郡
久
万
町
大
字
菅
生
二
番
耕
地
一
四
四
二
-
七

六
四
四
三
平
方
メ
ー
ト
ル

一
〇
五
四
・
三
五
平
方
メ
ー
ト
ル

一
〇
六
三
・
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル

(
本
棟
)
木
造
瓦
葺
、
外
壁
漆
喰
塗
り
柱
現
わ
し
平
家
建

(
収
蔵
庫
)
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家
建
、
一
部
二
階

約
三
〇
台

広
島
市
中
区
東
千
田
町
二
丁
目
九
番
五
七
号

株
式
会
社

日
本
総
合
建
築
事
務
所
広
島
支
所

施
工
者

高
松
市
中
央
町
一
六
番
一
六
号

株
式
会
社
熊
谷
組
四
国
支
店

第
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町立久万美術館平面図



第
六
編
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五

収
蔵
さ
れ
る
作
品

現
在
の
と
こ
ろ
久
万
美
術
館
が
所
有
す
る
作
品
=
館
蔵
品
は
、
全
て
井
部
先
生
か

ら
い
た
だ
い
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
い
た
だ
い
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
洋
画

(
八
四
点
)
・
日
本
書
画
(
三
一
七
点
)
・
陶
磁
器
(
九
八
点
)
、
合
わ
せ
て
三
一
九
点
に

の
ぼ
る
。

日
本
書
画
の
書
の
部
に
は
、
伊
予
の
三
筆
と
い
わ
れ
た
伊
藤
子
礼
・
明
月
・
蔵
山

ら
の
豪
放
な
書
が
あ
り
、
他
に
米
山
・
誠
拙
な
ど
伊
予
の
地
で
広
く
親
し
ま
れ
た
宗

教
家
・
武
家
・
学
者
ら
の
作
が
、
数
多
く
並
ん
で
い
る
。
日
本
画
の
分
野
で
も
同
様

に
、
江
戸
時
代
以
降
の
地
元
の
作
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
松
山
藩
の
武
士
・
吉
田
蔵
澤

の
墨
竹
や
松
山
藩
の
絵
師
・
遠
藤
広
美
の
久
万
山
絵
図
(
三
巻
)
は
、
そ
の
中
心
に

村山椀多「裸婦」
八
八
二

で
注
目
を
あ
び
る
の

は
洋
画
で
あ
ろ
う
。

洋
画
の
部
門
に
は
、

全
国
的
に
も
A
ク
ラ

ス
の
作
品
が
並
ん
で

い
る
。
日
本
の
洋
画

史
は
、
明
治
維
新
の

少
し
前
か
ら
始
ま
っ

高橋詳「真鶴」

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
陶
磁
器
も
伊

予
の
国
の
江
戸
以
降
の
作
を
集
め
た

も
の
で
、
大
洲
の
柳
瀬
焼
・
五
郎

焼
・
松
山
近
郊
の
な
ぞ
の
窯
・
瀬
戸

助
ら
し
き
作
、
川
内
の
松
瀬
川
焼
・

則
之
内
燐
な
ど
、
伊
予
陶
磁
史
の
中

で
特
に
話
題
を
呼
ん
だ
も
の
を
集
め

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
に
興
味
深
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
つ
い

て
い
る
も
の
が
多
い
。

し
か
し
、
何
ん
と
言
っ
て
も
久
万

美
術
館
の
中
核
と
な
っ
て
、
展
示
室

た
。
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
洋
画
作
品
に
接
し
た
絵
画
関
係
者
の
中

に
は
、
そ
の
描
写
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、
自
ら
独
学
に
近
い
形
で
油
絵
具
を
習
い
始

め
た
者
も
い
た
。
そ
ん
な
一
人
が
高
橋
由
一
で
あ
り
、
五
姓
田
芳
柳

(
二
世
)
で
あ

り
、
浅
井
忠
ら
で
あ
っ
た
。
久
万
美
術
館
に
は
、
彼
ら
の
作
品
か
ら
揃
っ
て
い
る
。

こ
の
後
に
続
い
た
の
が
黒
田
清
輝
で
あ
り
、
久
米
桂
一
郎
・
鹿
子
木
孟
郎
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
自
分
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
当
時
印
象
派
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち
か
ら

大
き
な
影
響
を
受
け
、
野
外
の
光
の
中
で
動
く
色
彩
に
心
を
ひ
か
れ
て
い
っ
た
。
こ

の
画
家
た
ち
を
外
光
派
と
呼
び
、
こ
の
後
ず
っ
と
日
本
の
洋
画
界
の
中
心
に
な
っ
て

い
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
、
高
橋
・
浅
井
・
黒
田
・
久
米
ら
の
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
に
対
抗
す
る
人
た
ち
が
出
た
。
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
後
期
印
象
派
や
、
マ

チ
ス
ら
の
野
獣
派
の
影
響
を
受
け
た
人
た
ち
で
、
今
ま
で
の
絵
画
の
考
え
方
か
ら

す
っ
か
り
抜
け
出
し
、
個
性
を
重
ん
じ
た
大
胆
な
表
現
を
す
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
万
鉄
五
郎
・
村
山
椀
多
・
長
谷
川
利
行
ら
で
、
久
万
美
術
館
に
は
彼
ら
の
貴

重
な
作
品
が
揃
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
日
本
の
洋
画
史
の
中
で
大
切
な
働
き
を
し
た
に



も
か
か
わ
ら
ず
、
長
い
間
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の

あ
ば
れ
ん
坊
た
ち
の
作
品
を
、
井
部
先
生
は
重
要
な
位
置
に
お
き
、
ち
ゃ
ん
と
集
め

て
お
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
六
一
年
一
二
月
、
松
山
市
内
で
初
め
て
井
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
洋
画
を
全
部

並
べ
た
時
見
て
下
さ
っ
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
美
術
館
学
芸
課
長
の
阿
部
信
雄
先
生
は
、

「
井
部
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
作
家
に
混
じ
っ
て
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル

ド
作
家
(
万
鉄
五
郎
や
村
山
椀
多
の
こ
と
)
た
ち
の
作
品
が
、
ち
ゃ
ん
と
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
井
部
氏
が
日
本
洋
画
の
歴
史
を
全
て
知
っ
て
い
た
の
で
で
き
た
こ
と
だ
。
個

人
で
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
し
た
方
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
」
と
、
大
変
高
い
評
価

を
下
さ
っ
た
。

六

今
後
の
計
画
と
対
応

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
井
部
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
大
変
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
そ
の
筋
の
人
た
ち
か
ら
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

今
後
遠
方
の
地
か
ら
「
久
万
美
術
館
の
作
品
は
ど
う
し
て
も
見
た
か
っ
た
」
と
訪
ね

て
来
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
と
言
う
こ
と
は
、
大
切
な
作
品
を
簡
単
に
外

し
た
り
、
予
告
も
な
く
休
館
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
常
に
意
図
を
も
っ
た
は
っ

き
り
し
た
計
画
の
も
と
に
展
覧
会
を
組
み
立
て
な
が
ら
運
営
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
全
国
の
美
術
館
等
に
ご
協
力
を
得
な
が
ら
作
品
を

借
り
受
け
、
順
次
企
画
展
を
実
現
し
て
い
か
な
け
れ
ば
…
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
公
立
美
術
館
と
い
う
も
の
は
末
代
ま
で
続
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
し
っ
か
り

し
た
構
想
の
も
と
に
館
蔵
品
を
ふ
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
な
る
流
行

に
の
っ
た
有
名
画
人
を
追
っ
か
け
た
り
、
値
上
が
り
を
見
込
ん
で
購
入
し
よ
う
と
し
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四
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久万美術館展禾室内部

た
り
す
る
姿
勢
で
は
、
美
術
館
と
し

て
の
存
在
の
意
味
が
な
く
な
る
。
こ

ぅ
い
う
点
で
も
久
万
美
術
館
は
、
見

識
高
い
方
々
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
極
め
て
慎
重
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

井
部
先
生
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
育

ん
で
来
ら
れ
た
中
で
、
洲
之
内
徹
氏

と
は
大
変
親
密
な
間
柄
で
あ
っ
た
。

洲
之
内
氏
は
松
山
市
出
身
で
、
中
央

で
長
く
美
術
評
論
活
動
を
さ
れ
た
方

で
、
時
に
は
さ
び
し
い
ラ
イ
バ
ル
の

間
柄
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
で
井
部
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
洲
之
内
氏
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
無
二
の
兄
弟
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
言
え
る
。
そ
の
洲
之
内
氏
も
、

井
部
氏
と
同
じ
昭
和
六
二
年
に
、
相
前
後
し
て
逝
去
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
縁
あ
っ
て
宮
城
県
立
美
術
館
に
保
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
久
万
美

術
館
と
し
て
は
、
こ
の
合
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
実
現
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

八
八
三
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